



























































年 総資産 資本金 剰余金 己’本比・・％ 配当金（率）
ユ865 13，397 2，500 O 18．7 6．7％
70 38，053 4，000 800 ユ2．6 10％
75 34，634 5，000 100 14．7 3・％
80 48，009 5，OOO 1，600 13．7 £2－15s
85 104，799 7，500 1，600 8．7 £4－IOs
9C 149，686 9，297 6，506 10．5 £5－10s
95 187，148 ユO，000 5，500 8．3 £2－10s
1900 211，458 1O，000 12，000 ユO．4 £3－10s
05 3ユ3，950 ユO，000 ユ8，500 9．ユ £2一工0s
10 377，283 15，000 30，500 ユ2．1 £4
15 436，161 ユ5，000 33，000 11．0 £4－6s
20 544．810 15，000 35，260 9．2 £8
25 703．829 20，000 64，562 12．0 £8
30 1，214，682 20，000 ユ28，357 12．2 £7
34 947，962 20，000 86，097 ユ1．2 £6
40 1，246，008 20，000 114，874 10．8 £5
45 1，517，862 20，000 115，872 8．9 一
50 3，467，650 20，000 96，360 3．4 £5
55 3，427．199 25，000 128，000 4．5 £5
60 4，418，052 79，046 240，000 7．2 £3－15s
65 7，950，096 158，092 240，000 5．O 10s
70 ユ6，223，653 382，583 270，000 4．0 35．5p
75 35，516，482 867，662 829，925 4．8 58c
80 104，278，8612，785，585 6，007，800 8．4 65c
85 545，610，OOO20，432，00014，017，O00 6．3 38c
90 1，158，256，O0036，188，00037，341，000 6．3 39c
95 1，172，516，00036，377，00020，123，000 7．5 32c





























































































R　O　A C，9％ o，9％ 0．3％ O．6％ 0．06％
R　O　E 王5．5％ 11，9％ 10．4％ 16．6％ 2．ユ％
自己資本比率 13，6％ n．4％ ユ1．5％ 10．7％ 10．5％
従業員 ユ36，433人170，100人75，306人80，200人17，873人
海
外 資産（構成比） 65．0％ 63．O％ 52．7％
29，O％ 33．O％
部 収益（ク） 52，O％ 70．0％ 27．4％ 24．0％ 56．0％




















総資産 資本金 剰余金 自己資本比率 税引後． ROETier1＋2Tier1利　益 税引後
1991 160，503 2，095 6，92ユ N．A． N．A． 728 12，1％



















































































































































































（百万米ドル） シェア（％） （人） シェア（％）
アジア・大洋州 96，645 36．8 45，307 31．1
香　　港 64，820 24，7 23，932 16，4
その他 31，825 12，1 2ユ，375 14．7
欧　　州 ユ06，075 40，4 53，861 36．9
北　　米 53，710 20．5 19，498 13．4
中南米 5，921 2．3 27，181 18．6




















位 総資産 貸出金 預　金 純利益
1973．37 53，126 29，396 14，515 N．A．
75．312 65，70ユ 36，312 12，679 ※1，385
80．33ユ ユ00，140 64，765 ユ5，999 ※ユ，494
85．30 188，361 121，170 27，243 242
90．30 280，917 191，304 44，366 514
■■　　　　　　■
1995．330 224，926 135，42I 12，734 706
96，32 252，570 153，692 13，622 ▲732
97．333 323，489 203，113 30，368 ▲197
98．327 600，777 203，959 223，279 58
99．325 408，755 177，064 151，973 ▲2，715







































































































































































































HSBC　Ltd、及び子会社 1，392 2，308 65．8％
HSBC銀行Plc ユ，655 1，853 11．9
HSBC　USA　Inc． 527 466 ▲11．6
HSBC銀行ミドル・イースト 141 78 ▲47．7
HSBC銀行マレーシア ▲91 ▲126 38．5
HSBC銀行カナダ ユ22 1ユユ ▲9．ユ
HSBC南米地域 147 178 21．ユ
HSBC　Holdings
キャナリーウオーク引当金 ▲158 ’ 一
その他 28 156 457．ユ
その他の商業銀行 ユ87 179 ▲4．3
英国会計基準による調整 ユ6ユ ▲23
（控除）インベストメント・バンキン
グ関連収益 ▲92 ▲325 253．2
商業銀行業務（小計） 4，O19 4，855 20．8
インベストメント・バンキング業務 299 553 84．9
グループ収益（合計） 4，318 5，408 25，2
　　　　早稲田商学第387号
第12表HSBCグループの当期利益内訳
　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万米トル）
（注）▲印はマイナス。
（出奥）HSBC　Holdi㎎s　plc1999年次報告
　（6）今後の展望
　1998年の終わりに導入された「価値を高める経営」をスローガンとする戦略
は，すべてのHSBCグループ傘下企業によって広く導入されている。また，こ
の結果は収益の増加にもつながっており，特に資産管理業務からの収益増加が
顕著である。この戦略の中核は，個人顧客を重視することにある。HSBCグ
ループは，ユ999年を通じて，この重要部門に対して，広範囲にわたる資産管理
サービスを提供できる基礎を築いた。
　HSBCグループは，情報技術（IT）に巨額の投資を行ってきたが，これは高
水準のサービスを維持するとともに，個人顧客にとって便利な方法で，HSBC
グループのサービスヘのアクセスができ，HSBCとの取引をグローバルに展開
していくためである。IT投資は，今後も続けられる。2000年における互丁関連
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支出は20億ドルにのほる見通しで，これは間接経費総額の17％に相当する。こ
れは1999年に比べて約3億ドルの増加である。これに加えて，グループ全体の
情報技術に対する予算は5億ドル増加する見込みである。
　事業法人顧客も，HSBCグループのテクノロジーの計画上重要な存在であ
る。グループ全体にとって大きな成功となった，ヘキサゴン・エレクトロニッ
ク・バンキング・システムを大胆に再編する作業は2000年末には完成する予定
である。さらに，商業銀行サービスをインターネット上で提供する計画も進め
られており，また，主要な大企業顧客向けのプラットホームとして，大規模な
コンピュータ間のリンクも開発されている。2000年半ばには，事業法人顧客に
対して，インターネットによる外国為替取引に関するサービスが開始される予
定である。
　「価値を高める経営」戦略が成功を収めるか否かは，最終的には，組織の最
も重要な資源すなわち，HSBCの役職員の資質にかかっている。HSBCグルー
プ戦略の基本的な考え方は，今やすべての人材研修コースに取り入れられてい
る。顧客サービスのさらなる向上，株主資本の価値を一層高めていくことが
HSBCグループの不変の目標なのである。
〈むすび〉
　1999隼9月，HSBC　Ho1di㎎s　p1cの取締役会において，「21世紀へ向けた経
営方針」として，次の8項目が採択されれ
①世界各地で優良個人顧客に資産管理商品を販売する。
②商業銀行業務と投資銀行業務を関連させて行い，効率性を向上させる。
③中小企業，ベンチャー企業などを支援し，商業銀行業務を発展させる。
④各地子会社の経済的価値を認識する。
⑤グループカを生かした商品販売（クロスセリング）により，資産管理商晶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　439
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や保険商品の売上げを増加させる。
⑥「HSBC」ブランドを世界的なものとする。
⑦成功報酬制度などにより，従業員の労働意欲を換起する。
⑧資本コスト等を算定する際に，リスクを勘案した手法を導入する。
　HSBCグループは，今や持株会社，HSBC　Holdi㎎s　plcを頂点とするピラ
ミッドを形成する，一大金融コングロマリットである。その推進力は，1959年
以降の積極果敢な買収戦略にある。これだけ数多くの買収をくり返しながら
も，依然として高い自己資本比率（1999年末13．2％）と株主資本利益率
（ROE）（1999年17．5％）を維持しているのは驚きである。
　HSBCグループは過去40年闇に多数の買収を行ってきたが，グループの中核
に位置するHSBC　Ltd．は創立以来135年間，目立った合併も分割もしていな
い。晦一の例外は，1987年にマーカンタイル銀行を吸収合併したケースであ
る。商号も末尾が少し変わっただけで，Hongko㎎and　Sha㎎hai　Bankに変わ
りはない。買収した金融機関をHSBC　Ltd．とあえて合併させない理由がいず
こにあるのか明らかでないが，恐らくその必要性が乏しいということであろ
う。
　1980年に，HSBC　Ltd．が米国のMarine　Midland　Bankを買収する前には，
HSBCは総資産で世界銀行ランキング第71位であった。その後も大型買収を重
ねた結果，1999年末には世界第8位まで上昇した。HSBCグループの拠点は，
アジア・大洋州，欧州，南・北米州，中東など世界82か国・地域の5000店舗以
上に及び，商業銀行業務を中心に，投資銀行業務，保険業務など幅広い金融業
務を展開している。
　拠点や業務の分散・広域化はリスク分散にとって有効である。しかし，かく
も急遼な拡大が経営組織の肥大化・硬直化を招き，潜在的なリスクを増大させ
ることにならないか，懸念される。幸い，これまでのところは，高い自己資本
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比率と収益力を維持しているものの，これ以上の拡大には間題があろう。取締
役会が採択した「21世紀へ向けた経営方針」もいかにも総花的で，焦点が漠然
としているとの印象を免れない。ここ当分は，買収を控え，戦前のような保守
的でより慎重な経営のカジ取りが期待される。
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